
 

あるまんど 山平
やまひら

 with ベル・ヴィエントス 
 1989年、リーダーのあるまんど山平を中心に結成される。 秋田市を中心に活動。バンド名は[Belle]=美しい[Vientos]=風の造語である。   2005年 1 月、国内大会の優勝によりアルゼンチンのコスキン・フェスティバルに出場。 南米アンデスの楽器などアコースティックな楽器を使い、秋田の自然や伝説をテーマにしたオリジナル曲を中心に東北の⾃然や風⼟に根差した⾳楽を発信し続けている。  縄文組曲などをはじめ、絶滅したとされていたものの近年 70年ぶりに発⾒された⽥沢湖の固有種である"クニマス"をテーマにしたミュージカル曲や、秋⽥に伝わる⼋郎太郎・⾠⼦の「三湖伝説」のアコースティック楽器による壮大な組曲などが代表曲としてある。  

        大仙市ヒカリオ オープニング・イベントでの記念演奏  【代表曲】   組曲『三湖伝説』、「オーロラ」、「ブナの葉」、 「ドラゴンのいた夏」、「銀の月」、「まなざし」、 「水晶のさかな」「遥かなるあなたへ」 「マーブレス」（AKT ドキュメンタリー大賞テーマ） 「奥森吉賛歌」（北秋⽥市）、 「まほろば」(唐松能楽堂) 「椿伝説」（男⿅市） 、 「菜の夢」（福島市） 「迎え火」「八月の庭」（陸前⾼⽥市） 「深き瑠璃色」(クニマスのうた) 縄文組曲『群生(ぐんじょう)』組曲『訪れ』 「⻩いろと⻘のシンフォニー」(ひまわりフェスタ テーマ) 「風よ大地よ」（「無上の庭園」払田の柵テーマ曲）                                                      ･･ほか 

日本最古の芝居小屋『康楽館』にて 『三湖伝説』初演 ケーナ、サンポーニャ、ガイタ、ティンウィッスル、 チャランゴ、ブズーキなどのアンデスやケルトの楽器を使い、様々な形で残る伝説や⾏事を⾳楽によってあらわし、北東北発のサウンドをめざしている。 
 

“ブナの森のコンサート” “自然と音楽”をテーマに 10年以上にわたり続けている。 ブナの森でのコンサートは北東北に拡がるブナ帯を中⼼とした素晴らしい⾃然とともに⼒強いエネルギーを感じてもらう演奏会である。 
 【主な演奏会など】  白神 ブナの森コンサート  大湯ストーンサークル  伊勢堂岱『縄文祭』 鳥海山 ブナの森コンサート、 小坂 康楽館「三湖伝説コンサート」 ⻄⽊「初恋⽂コンテスト」テーマ曲演奏 田沢湖音楽祭 「組曲クニマス」発表    旧池田氏庭園初夏のライトアップコンサート 払田の柵無上の庭園コンサート 

【レパートリー】  東北の自然や祭りをテーマにしたオリジナル曲のほか「コンドルは飛んでいく」「花祭り」「イパネマの娘」「コーヒールンバ」「カーニバルの朝」などのラテンの有名曲の他、洋楽、「赤とんぼ」「浜辺の歌」などの⽇本のメロディや⺠謡、童謡、アニメ曲をアレンジしたもの…など。  


